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１
．
豪
雨
が
も
た
ら
し
た
土
砂
災
害

2
0
1
3
年
台
風
₂₆
号
の
通
過
に
と
も
な
い
、
₁₀
月
₁₅
日
か
ら
翌

₁₆
日
未
明
に
か
け
て
気
象
庁
の
大
島
観
測
点
（
元
町
）
で
₂₄
時
間
雨

量
8
2
4
・
0
㎜
、
1
時
間
雨
量
の
最
大
値
が
1
2
2
・
5
㎜
（
い

ず
れ
も
1
9
3
8
年
の
観
測
開
始
以
来
で
最
多
）
と
い
う
豪
雨
が
生

じ
）
1
（
た
。
こ
の
結
果
、
伊
豆
大
島
で
最
大
の
人
口
密
集
域
で
あ
る
元
町

の
東
方
の
山
地
が
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
を
起
こ
し
、
土
砂
流
が
市
街

地
の
一
部
を
襲
っ
て
建
物
被
害
3
8
5
棟
（
う
ち
全
壊
1
3
3
棟
）、

死
者
・
行
方
不
明
者
の
合
計
が
₃₉
名
と
い
う
災
害
と
な
っ
）
2
（
た
。

火
山
で
起
き
る
土
石
流
や
泥
流
な
ど
の
水
を
媒
体
と
す
る
重
力
流

は
、
降
雨
に
よ
っ
て
生
じ
る
洪
水
な
ど
の
二
次
的
な
も
の
も
含
め
て

ラ
ハ
ー
ル
（lahar

）
と
総
称
さ
れ
る
。
伊
豆
大
島
で
も
、
こ
う
し

た
ラ
ハ
ー
ル
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
が
、
比
較
的

よ
く
解
明
さ
れ
た
噴
火
史
と
比
較
し
て
、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。

伊
豆
大
島
火
山
で
は
、
カ
ル
デ
ラ
の
外
側
に
テ
フ
ラ
（
火
砕
物
の

総
称
：
伊
豆
大
島
で
は
主
に
降
下
ス
コ
リ
ア
と
降
下
火
山
灰
）
を
地

層
と
し
て
残
す
中
〜
大
規
模
噴
火
が
、
過
去
1
5
0
0
年
間
に
₂₄
回

起
き
た
。
テ
フ
ラ
の
間
に
は
₁₀
〜
2
0
0
年
程
度
の
噴
火
休
止
期
間

を
示
す
風
成
塵
（
強
風
に
よ
り
巻
き
上
げ
ら
れ
た
細
か
い
土
ぼ
こ

り
）
の
堆
積
物
（
レ
ス
）
が
挟
ま
れ
る
。
テ
フ
ラ
は
火
口
か
ら
の
距

離
と
方
角
に
よ
っ
て
厚
さ
や
粒
径
が
大
幅
に
変
化
す
る
が
、
レ
ス
の

厚
さ
と
粒
径
は
場
所
に
よ
ら
ず
ほ
ぼ
一
定
で
あ
）
3
（
る
。

こ
れ
ら
の
テ
フ
ラ
や
レ
ス
と
の
層
位
関
係
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ

■
特
集
▲
火
山
災
害
は
噴
火
だ
け
じ
ゃ
な
い

小
山
真
人
・
鈴
木
雄
介

伊
豆
大
島
の
噴
火
史
か
ら
み
た

２
０
１
３
年
10
月
の
火
山
泥
流
災
害
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て
、
伊
豆
大
島
で
生
じ
た
噴
火
以
外
の
事
件
の
年
代
や
広
が
り
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
手
法
を
用
い
て
、
筆
者
ら
は
2
0
1
3
年

台
風
₂₆
号
の
豪
雨
に
よ
っ
て
生
じ
た
ラ
ハ
ー
ル
の
実
態
を
調
査
し
、

さ
ら
に
は
過
去
の
類
似
事
件
の
有
無
や
頻
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
が
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
原
因
の

一
端
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
の
で
報
告
す
る
。

２
．
崩
壊
域
の
地
質
概
要

2
0
1
3
年
台
風
₂₆
号
の
豪
雨
に
よ
る
斜
面
崩
壊
域
は
、
主
に
伊

豆
大
島
の
カ
ル
デ
ラ
縁
の
西
側
斜
面
（
元
町
の
東
方
）
で
あ
）
4
（
る
（
図

1
）。
こ
の
周
辺
に
分
布
す
る
主
な
堆
積
物
は
、
テ
フ
ラ
と
レ
ス
で

あ
り
、
互
層
を
な
し
て
い
る
（
表
1
･
図
2
）。
な
お
、
崩
壊
域
北

端
の
長
沢
沿
い
に
の
み
、
1
9
8
6
年
噴
火
の
際
に
カ
ル
デ
ラ
の
外

側
に
生
じ
た
Ｃ
火
口
列
か
ら
流
下
し
た
Ｌ
Ｃ
Ⅰ
溶
岩
流
が
分
布
す
る
。

上
記
の
テ
フ
ラ
の
う
ち
、
火
山
灰
は
主
に
灰
色
で
、
砂
粒
く
ら
い

の
大
き
さ
の
粒
子
を
多
く
含
む
。
レ
ス
は
、
褐
色
で
シ
ル
ト
以
下

（
お
よ
そ
0
・
0
6
㎜
以
下
）
の
細
か
い
粒
子
を
多
く
含
み
、
粘
着

質
で
水
を
通
し
に
く
い
。
た
だ
し
、
Ｙ
1
・
0
火
山
灰
と
地
表
と
の

間
に
あ
る
レ
ス
は
、
砂
質
で
固
結
度
が
低
く
、
透
水
性
が
他
の
レ
ス

よ
り
も
高
い
と
み
ら
れ
る
。

図 1　調査地域の地図（国土地理院のWebマップ「地理院地図」を基図とする）．₂₀₁₃年ラ
ハールの分布（ ₄），₁₉₈₆年 LCI溶岩流，Y₅．₂スコリア丘とそこから流出した元町溶岩の分布（ ₅）
も示す．
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₂₀
㎝
以
上
の
厚
さ
を
も
つ
Ｙ
1
・
0
、
Ｙ
2
・
0
、
Ｙ
4
・
0
の

各
火
山
灰
と
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
は
、
調
査
地
域
の
ほ
ぼ
全
域
に
分

布
し
、
他
の
火
山
灰
は
保
存
の
良
い
場
所
で
の
み
見
ら
れ
る
。
Ｙ

1
・
0
の
上
部
に
は
紫
色
火
山
灰
の
薄
い
層
、
Ｙ
2
・
0
の
中
位
に

は
白
色
火
山
灰
、
Ｙ
3
・
0
の
下
部
に
は
赤
色
火
山
灰
の
薄
い
層
、

Ｙ
4
・
0
の
上
部
に
は
赤
紫
色
の
火
山
灰
が
、
そ
れ
ぞ
れ
1
枚
挟
ま

れ
、
個
々
の
火
山
灰
を
同
定
す
る
良
い
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
は
カ
ル
デ
ラ
西
側
斜
面
で
生
じ
た
割
れ
目
噴

火
の
産
物
で
あ
り
、
火
口
周
辺
で
は
北
西
〜
南
東
方
向
に
伸
び
た
ス

コ
リ
ア
丘
を
形
づ
く
）
5
（
る
（
図
1
）。
元
町
溶
岩
は
、
こ
の
ス
コ
リ
ア

丘
の
麓
か
ら
流
出
し
、
元
町
周
辺
に
流
れ
広
が
っ
て
海
岸
に
達
し
た
。

な
お
、
浸
食
が
進
ん
だ
谷
ぞ
い
に
は
、
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
と
元
町

溶
岩
の
下
位
に
、
さ
ら
に
古
い
時
代
の
火
山
灰
、
溶
岩
流
、
岩
屑
な

だ
れ
堆
積
物
が
露
出
す
る
場
所
も
あ
る
。

３
．
斜
面
崩
壊
の
層
位
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

元
町
東
方
の
斜
面
崩
壊
域
を
調
査
し
た
結
果
、
多
く
の
崩
壊
面
で

は
Ｙ
1
・
0
火
山
灰
と
そ
の
上
位
を
覆
う
レ
ス
（
厚
さ
数
十
㎝
〜
1

ｍ
程
度
）
が
ま
る
ご
と
薄
く
は
が
れ
る
よ
う
に
し
て
崩
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
Ｙ
1
・
0
／
Ｙ
2
・
0
レ
ス
の
上
面
が
広
く
露
出
す
る

図 2　斜面崩壊域に分布するテフラ，レスの
柱状図（各層の厚さは大雑把なものであり，
保存状態によって変化する）

表 1　伊豆大島の近年の噴火時期と堆積物

噴火時期 堆積物

地表直下のレス
₁₉世紀前半 Y₀．₈火山灰

Y₀．₈/Y₁．₀レス
₁₇₇₇︲₇₈年（安永噴火） Y₁．₀火山灰

Y₁．₀/Y₂．₀レス
₁₆₈₄年（貞享噴火） Y₂．₀火山灰

Y₂．₀/Y₃．₀レス
₁₆世紀後半 Y₃．₀火山灰

Y₃．₀/Y₄．₀レス
₁₅世紀なかば Y₄．₀火山灰

Y₄．₀/Y₅．₀レス
₁₄世紀前半 Y₅．₀火山灰

Y₅．₀/Y₅．₂レス

₁₄世紀初頭 Y₅．₂スコリアと
溶岩流（元町溶岩）

※灰色：噴火で火山灰・スコリア堆積．
　無色：噴火休止期に土ぼこり（レス）が堆積．



【winCS3】地理 ５月号／た

37 May　2014　地 理　59–5

崩
壊
面
が
多
い
。
や
や
深
く
え
ぐ
ら
れ
た
部
分
に
、
さ
ら
に
下
位
の

層
が
露
出
す
る
場
所
も
あ
る
。
ま
た
、
数
は
多
く
な
い
が
、
Ｙ
4
・

0
以
上
の
層
が
ま
る
ご
と
崩
れ
た
た
め
、
Ｙ
4
・
0
／
Ｙ
5
・
0
レ

ス
の
上
面
が
広
く
露
出
す
る
崩
壊
面
も
あ
る
（
写
真
1
、
図
1
の
地

点
1
）。

Ｙ
1
・
0
火
山
灰
と
Ｙ
4
・
0
火
山
灰
（
と
く
に
下
部
）
は
、
厚

い
上
に
砂
サ
イ
ズ
の
粒
子
が
多
い
た
め
に
固
結
度
が
低
く
、
透
水
性

が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｙ
1
・
0
と
Ｙ
4
・
0
下
部
が

豪
雨
に
よ
る
大
量
の
水
を
含
ん
で
「
液
状
化
」
し
た
結
果
、
下
位
に

あ
る
透
水
性
の
低
い
レ
ス
の
上
面
を
境
に
し
て
滑
り
落
ち
た
と
考
え

ら
れ
る
（
図
3
）。
降
下
火
山
灰
は
、
地
形
の
凹
凸
に
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
か
け
る
よ
う
に
堆
積
（
マ
ン
ト
ル
ベ
ッ
デ
ィ
ン
グ
）
し
、
つ
ね
に

層
理
面
と
地
形
の
傾
斜
が
一
致
す
る
た
め
、
崩
壊
に
対
し
て
不
利
で

あ
る
。
な
お
、
Ｙ
2
・
0
な
ど
他
の
火
山
灰
は
薄
く
、
細
粒
で
固
結

度
が
高
い
た
め
、
そ
れ
ら
と
下
位
の
レ
ス
と
の
境
界
面
に
沿
っ
て
崩

壊
し
た
場
所
は
見
ら
れ
な
い
。

崩
壊
域
に
生
育
す
る
樹
木
の
根
は
浅
く
、
そ
の
多
く
は
Ｙ
1
・
0

火
山
灰
ま
で
し
か
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
崩
壊
と
と
も
に
根
こ

そ
ぎ
流
さ
れ
、
下
流
に
大
量
の
流
木
を
も
た
ら
し
た
。

な
お
、
浸
食

の
深
い
場
所
や

道
路
の
切
り
割

り
で
は
、
崩
壊

面
に
Ｙ
5
・
2

ス
コ
リ
ア
ま
た

は
元
町
溶
岩
上

部
の
自
破
砕
部

（
ク
リ
ン
カ
ー
）

が
露
出
す
る
部

分
も
あ
る
が
、

写真 1　2013年台風26号による崩壊面の例
斜面をおおう Y₄．₀火山灰とその上位層が薄くはがれ
落ちている．（図 ₁の地点 ₁ ）

図 3　斜面崩壊域における崩壊面の模式的な断面
図（説明は本文参照）
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一
般
に
ス
コ
リ
ア
や
ク
リ
ン
カ
ー
の
透
水
性
は
火
山
灰
よ
り
良
い
た

め
、
そ
こ
が
滑
り
面
に
は
な
り
に
く
い
し
、
そ
う
な
っ
て
い
る
崩
壊

面
も
見
当
た
ら
な
い
。
当
初
の
報
道
で
散
見
さ
れ
た
「
溶
岩
流
＝
不

透
水
層
説
」
は
誤
り
で
あ
る
。
固
結
度
の
低
い
Ｙ
1
・
0
火
山
灰
と

そ
の
上
位
の
レ
ス
は
島
全
体
の
地
表
を
ま
ん
べ
ん
な
く
覆
う
上
に
、

急
斜
面
は
崩
壊
域
以
外
の
場
所
に
も
広
く
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
崩

壊
域
が
元
町
東
方
に
集
中
し
た
の
は
、
そ
の
場
所
の
地
形
や
堆
積
物

の
特
殊
性
が
原
因
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
元
町
東
方
の
降
水
量
が
莫

大
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
雨
量
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
）
6
（
る
。

多
く
の
崩
壊
面
に
お
い
て
、
そ
の
端
の
崖
で
は
Ｙ
1
・
0
火
山
灰

が
層
を
な
し
て
正
常
堆
積
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と

は
、
裏
を
返
せ
ば
、
2
0
1
3
年
規
模
の
崩
壊
は
、
少
な
く
と
も
₁₈

世
紀
な
か
ば
以
降
、
こ
の
地
域
に
起
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

４
．
元
町
付
近
を
襲
っ
た
歴
史
時
代
の
ラ
ハ
ー
ル
災
害

過
去
の
類
似
災
害
の
有
無
や
様
相
を
さ
ら
に
調
査
す
る
た
め
、
谷

沿
い
と
海
岸
に
お
い
て
テ
フ
ラ
と
レ
ス
の
互
層
中
に
挟
ま
れ
る
ラ
ハ

ー
ル
堆
積
物
を
調
べ
た
。
ラ
ハ
ー
ル
堆
積
物
は
、
水
流
が
つ
く
っ
た

斜
交
葉
理
な
ど
の
堆
積
構
造
を
も
つ
こ
と
、
シ
ル
ト
以
下
の
粒
子
や

礫
・
偽
礫
を
多
量
に
含
む
こ
と
、
下
位
層
を
削
り
こ
ん
で
レ
ン
ズ
状

に
分
布
す
る
な
ど
の
特
徴
に
よ
っ
て
判
別
で
き
る
。

2
0
1
3
年
ラ
ハ
ー
ル
の
最
大
被
災
地
と
な
っ
た
神か
ん

達だ
ち

地
区
に
は
、

Ｙ
0
・
8
火
山
灰
と
地
表
の
間
に
火
山
岩
礫
を
含
む
厚
さ
1
〜
2
ｍ

の
泥
質
ラ
ハ
ー
ル
と
お
ぼ
し
き
地
層
（
ラ
ハ
ー
ル
Ａ
）
が
分
布
す
る

（
写
真
2
、
図
1
の
地
点
2
）。
し
か
し
、
こ
の
層
は
葉
理
な
ど
の
堆

積
構
造
に
乏
し
い
う
え
、
同
地
区
の
上
流
・
下
流
地
域
の
同
層
準
に

は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
ラ
ハ
ー
ル
の
判
定
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な

い
。
ラ
ハ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
洪
水
流
に
よ
っ
て
近
く
の
川

か
ら
礫
や
泥
が
局
所
的
に
あ
ふ
れ
た
程
度
の
も
の
だ
ろ
う
。
Ｙ
0
・

8
（
₁₉
世
紀
前
半
）
を
覆
う
こ
と
か
ら
、
被
害
記
録
の
残
る
1
8
5

6
年
ま
た
は
1
9
3
2
年
の
暴
風
）
7
（
雨
に
対
比
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

写真 2　神達地区の地質断面
露頭上のスケールの長さは₂₅㎝．
（図 ₁の地点 ₂ ）
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な
お
、
1
9
5
8
年
狩
野
川
台
風
も
元
町
周
辺
に
「
山
津
波
」
と
呼

ば
れ
る
土
砂
災
害
を
起
こ
し
た
が
、
土
砂
の
氾
濫
域
は
主
と
し
て
大お
お

金が
ね

沢
・
長
沢
の
下
流
で
あ
り
、
神
達
地
区
は
含
ま
れ
て
い
な
）
8
（
い
。

神
達
地
区
の
北
に
隣
接
す
る
大
金
沢
で
は
、
Ｙ
2
・
0
と
Ｙ
4
・

0
の
間
の
層
位
に
泥
質
偽
礫
を
多
数
含
む
厚
さ
数
十
㎝
の
ラ
ハ
ー
ル

Ｂ
が
挟
ま
れ
る
（
写
真
3
、
地
点
3
）。
ラ
ハ
ー
ル
Ｂ
は
、
そ
の
層

位
か
ら
考
え
て
、
下
流
の
湯
の
浜
海
岸
付
近
に
あ
っ
た
下し
も

高た
か

洞ぶ
ら

集
落

を
₁₆
世
紀
末
に
埋
没
さ
せ
、
現
在
の
元
町
台
地
へ
の
集
落
移
転
の
き

っ
か
け
を
作
っ
た
「
び
ゃ
く
」
の
伝
）
9
）（
7
（

承
に
対
比
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。大

金
沢
（
地
点
3
）
と
湯
の
浜
海
岸
（
地
点
4
）
に
は
、
元
町
溶

岩
の
直
上
に
、
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
丘
起
源
と
み
ら
れ
る
赤
色
ス
コ

リ
ア
を
多
数
含
む
厚
さ
1
〜
2
ｍ
の
ラ
ハ
ー
ル
Ｃ
が
分
布
す
る
。
ラ

ハ
ー
ル
Ｃ
は
単
一
層
で
は
な
く
、
複
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
₁₄
世
紀
初
頭
の
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
丘
の
形
成
に
よ
っ
て

カ
ル
デ
ラ
西
側
斜
面
の
植
生
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
大
雨
の
た
び

に
ラ
ハ
ー
ル
が
発
生
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ

う
し
た
地
点
に
お
い
て
も
Ｙ
4
・
0
火
山
灰
は
正
常
堆
積
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｙ
4
・
0
が
堆
積
し
た
₁₅
世
紀
な
か
ば
ま
で
に
植
生
が

回
復
し
、
土
地
が
ふ
た
た
び
安
定
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
よ
り
、
元
町
周
辺
で
起
き
た
流
下
物
に
よ
る
地
質
災
害
を
古

い
順
に
た
ど
る
と
、
①
₁₄
世
紀
初
頭
の
元
町
溶
岩
、
②
そ
の
直
後
に

起
き
た
ラ
ハ
ー
ル
Ｃ
、
③
₁₆
世
紀
末
の
「
び
ゃ
く
」
に
相
当
す
る
か

も
し
れ
な
い
ラ
ハ
ー
ル
Ｂ
、
④
1
8
5
6
年
ま
た
は
1
9
3
2
年
に

神
達
地
区
を
襲
っ
た
ラ
ハ
ー
ル
Ａ
（
未
確
定
）、
⑤
1
9
5
8
年
狩

野
川
台
風
に
と
も
な
う
ラ
ハ
ー
ル
、
⑥
1
9
8
6
年
噴
火
の
Ｌ
Ｃ
Ⅰ

溶
岩
流
、
⑦
2
0
1
3
年
₁₀
月
₁₆
日
の
ラ
ハ
ー
ル
、
の
計
7
回
と
な

る
。
ラ
ハ
ー
ル
に
限
れ
ば
、
①
と
⑥
を
除
く
5
回
で
あ
る
。

５
．
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
認
知
は
な
ぜ
低
か
っ
た
の
か
？

（
1
）
地
元
町
史
の
問
題

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
元
町
周
辺
を
襲
っ
た
ラ
ハ
ー
ル
災
害
は

写真 3　大金沢の地質断面
（図 ₁の地点 ₃ ）
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2
0
1
3
年
₁₀
月
の
も
の
も
含
め
て
₁₄
世
紀
初
頭
以
来
5
回
に
及
び
、

そ
の
中
に
は
集
落
移
転
に
か
ら
む
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
2
0

1
3
年
₁₀
月
ま
で
の
伊
豆
大
島
の
住
民
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
リ
ス

ク
認
知
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
災
害
当
日
の
町
役
場
の
対
応
や
住
民

の
談
話
な
ど
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
当
否
や
詳
細
に

つ
い
て
は
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
ち
た
い
が
、
こ
こ
で
は
地
元
町

史
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

東
京
都
の
大
島
町
史
は
、
1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
た
考
古
編
、
民
俗
編
、
通
史
編
、
自
然
編
、
資
料
編

（
大
島
歴
史
年
表
を
含
む
）
の
全
5
編
か
ら
な
る
。
通
史
編
の
第
1

編
第
3
章
「
中
世
」
に
、
₁₆
世
紀
末
の
集
落
移
転
伝
承
に
つ
い
て
の

短
い
記
述
、
同
じ
通
史
編
の
第
3
編
第
4
章
「
災
害
」
に
は
、
1
9

3
2
年
と
1
9
5
8
年
の
暴
風
雨
被
害
に
関
す
る
短
い
記
述
が
あ
る
。

同
様
の
記
述
は
年
表
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
通
史
編
の
基
礎
資
料
で
あ
る
は
ず
の
自
然
編
や
資
料

編
に
は
土
砂
災
害
の
関
係
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
自
然
編
の
第
2

章
「
噴
火
と
地
震
の
記
録
」、
第
3
章
「
気
候
」
の
第
1
節
8
項

「
台
風
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
土
砂
災
害
の
記
述
は
な
い
。
資
料

編
の
第
4
章
「
行
政
」
の
第
7
節
「
防
災
・
噴
火
・
火
災
」
に
は
、

1
9
6
5
年
元
町
大
火
と
1
9
8
6
年
噴
火
の
短
い
資
料
が
あ
る
の

み
で
、
1
9
5
8
年
山
津
波
の
記
）
8
（
録
は
ど
こ
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

₁₆
世
紀
末
の
集
落
移
転
伝
承
に
関
し
て
は
、『
伊
豆
大
島
志
）
7
（
考
』

の
方
が
具
体
的
で
詳
し
い
が
、「
聚
落
・
遺
物
・
伝
承
・
文
化
」
の

章
中
に
記
述
が
散
ら
ば
り
、
1
8
5
6
年
と
1
9
3
2
年
の
暴
風
雨

に
関
し
て
は
巻
末
の
年
表
に
簡
単
な
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
な

お
、
先
に
述
べ
た
大
島
町
史
通
史
編
の
土
砂
災
害
関
係
の
記
述
は
、

『
伊
豆
大
島
志
考
』
の
記
述
を
要
約
し
、
1
9
5
8
年
の
山
津
波
を

追
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
大
島
町
史
は
土
砂
災
害
の
歴
史
記
録
を
拾
っ
て
は
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
不
十
分
で
あ
り
、
明
示
的
な
も
の
で
も
な
か

っ
た
。
せ
め
て
、
大
島
町
史
の
資
料
編
に
文
）
8
（
献
と
『
伊
豆
大
島
志

考
』
の
山
津
波
の
記
述
が
再
録
さ
れ
、
自
然
編
か
通
史
編
の
ど
ち
ら

か
に
「
土
砂
災
害
史
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
れ
ば
、
島
民
の
リ

ス
ク
認
知
が
少
し
は
高
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
自
治
体
史
は
、

郷
土
教
育
の
基
礎
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
る
機
会
の
多
い
も
の
な
の

で
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
今
後
国
内
す
べ
て
の
自
治
体

史
は
、
そ
の
一
部
と
し
て
多
面
的
か
つ
詳
細
な
災
害
史
を
含
む
よ
う

に
編
纂
し
て
ほ
し
い
。

（
2
）
火
山
研
究
者
側
の
問
題

一
方
で
、
筆
者
を
含
む
火
山
学
者
に
も
盲
点
が
あ
っ
た
。
火
山
学

者
は
、
正
確
か
つ
詳
細
な
噴
火
史
の
復
元
を
研
究
の
最
優
先
目
的
と
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し
て
取
り
組
む
た
め
、
噴
火
堆
積
物
の
保
存
状
態
の
良
い
平
坦
な
場

所
を
集
中
的
に
踏
査
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
降
下
テ
フ
ラ
は
ほ
ぼ

遺
漏
な
く
調
査
で
き
る
が
、
谷
底
を
流
れ
る
溶
岩
流
や
ラ
ハ
ー
ル
を

見
落
と
し
が
ち
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ハ
ー
ル
に
は
降
雨
に
よ
る
二

次
的
な
も
の
が
多
い
の
で
、
噴
火
史
研
究
者
の
関
心
の
対
象
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
多
く
、
ラ
ハ
ー
ル
の
発
生
史
を
含
む
形
で
噴
火
史
が
研

究
さ
れ
た
例
は
稀
で
あ
る
。
伊
豆
大
島
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
ラ

ハ
ー
ル
よ
り
も
噴
火
の
発
生
頻
度
が
高
い
の
で
、
噴
火
史
研
究
が
優

先
的
に
行
わ
れ
て
き
た
事
情
も
あ
る
。

分
布
が
谷
底
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
規
模
な
ラ
ハ
ー
ル
と
し
て
は
、

カ
ル
デ
ラ
形
成
期
（
6
世
紀
）
に
生
じ
た
Ｓ
2
・
0
岩
屑
な
だ
れ
に

と
も
な
う
ラ
ハ
ー
ル
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
局
所
的
な
ラ
ハ
ー
ル
Ａ

〜
Ｃ
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
。
伊
豆
大
島
を
広
く
覆
う
テ
フ
ラ
・
レ

ス
断
面
中
に
は
、
2
層
準
の
浸
食
不
整
合
面
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
。
Ｓ
1
・
0
と
Ｎ
4
・
8
の
間
（
7
世
紀
初
頭
）、
な
ら
び
に
Ｎ

1
・
0
と
Ｙ
6
・
0
の
間
（
₁₁
世
紀
後
半
〜
₁₂
世
紀
前
半
）
に
あ
る

不
整
合
面
で
あ
る
。
こ
の
2
つ
の
時
期
の
伊
豆
大
島
に
大
き
な
浸
食

事
件
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ラ
ハ
ー

ル
が
確
認
さ
れ
た
の
は
島
の
南
東
部
の
1
地
点
の
み
で
あ
）
3
（
る
。
今
後

は
谷
筋
や
集
落
ご
と
に
、
こ
う
し
た
小
・
中
規
模
の
ラ
ハ
ー
ル
の
分

布
や
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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④

伊豆大島の近年の噴火時期と堆積物2013 年 10 月， 元町の東方を襲ったラハール （土石流 ・ 泥流） の

状況　1986 年噴火による溶岩流（LCI 溶岩流）および 14 世紀

初頭の噴火の際に生じた Y5.2 スコリア丘と，そこから流出し

た溶岩流（元町溶岩）の分布も示す。（国土地理院の WEB マッ

プ「地理院地図」を基図とする）

♣ 2013 年台風 26 号の通過に伴い，10 月 15 日から翌 16

日の未明にかけて伊豆大島では猛烈な豪雨が生じた。この

結果，元町東方の山地が大規模な斜面崩壊を起こし，土砂

流が市街地の一部を襲った。火山で起きる土石流や泥流な

ど水を媒体とする重力流は，降雨によって生じる二次的な

ものも含めて「ラハール」と総称される。伊豆大島では，

こうしたラハール災害が繰り返されてきた。

　伊豆大島火山ではカルデラ外にテフラ（火砕物の総称：

主として降下スコリアと降下火山灰）を地層として残す中

規模～大規模な噴火が，過去 1500 年間に 24 回起きた。テ

フラ間には 10 年～ 200 年程度の噴火休止期間を示す風成

塵の堆積物（レス）が挟まれる。これらのテフラやレスと

の層位関係を調べることによって，伊豆大島で生じた噴火

以外の事件の年代や広がりも知ることができる。


